
 

第 60回 Re-Seedセミナー  

「環境・エネルギー関連の最新動向を踏まえた不動産に求められる

対応」     

■開催日時：2026.7.24（金）15：00～17：00 

 

■講  師： 株式会社三菱総合研究所 電力・エネルギー本部 

       デマンドサイドイノベーショングループ 

     主席研究員 小川 崇臣 氏 

■セミナー概要 

環境エネルギー分野を取り巻く最新動向を踏まえ、不動産分野に求められる脱炭素対応について講演が行われました。建築物の省エネルギー化に加え、ライ

フサイクルCO₂（LCCO₂）評価、再生可能エネルギー調達、デマンドレスポンスなど新たな評価軸の動向について解説がありました。さらに、不動産ポート

フォリオ全体を見据えた戦略やデータ管理の重要性について整理が行われました。 

■主な講演内容 

・建築物分野における脱炭素政策・エネルギー政策の最新動向   ・ZEBの推進と既存建築物を含めた省エネルギー化の方向性 

・ライフサイクルCO₂（LCCO₂）評価制度の導入動向と建物評価の変化 

・再生可能エネルギー調達に関するルール見直しの動向と留意点 

・デマンドレスポンスやエネルギーデータ活用による新たな不動産価値の創出 

特に、脱炭素対応を環境施策としてではなく、不動産ポートフォリオ全体の経営課題として捉える重要性について解説がありました 

 


